
３学期の始まりの日、学校は久しぶりに会った友達と笑顔

で話す生徒たちで活気に満ちていました。その余韻が残る放

課後、廊下を歩いていると教室の前に毛筆で書かれた「今年

の抱負」が掲示されていました。それぞれ自分で考えた言葉

のようで、１年生や２年生の作品は「早寝早起き」、「中体

連優勝」や「脱三日坊主」、「口だけ卒業」というのもあり

見ていて楽しかったです。３年生は「粉骨砕身」、「絶対合格」、「本気で行動」など、３

年生らしい気合を感じました。始業式では、夢を叶えるためにやるべきことを毎日の行

動にしようという話をしました。新年を迎えて、何かひとつでも新たな気持ちで始めら

れるとよいと思います。

１月から第５ステージがスタートしました。テーマは「感謝」。「感謝」といえば、あ

る中学生が書いた作文を思い出します。祖父と自分がよく似ていると周囲に言われ、畑

仕事で汚れた祖父に似ているのは嫌だと言ってしまったこと、そのとき祖父が悲しそう

な顔をしたので、子供心に悪いことをしたと思ったけれど謝ることができなかったこと、

そのうち祖父が入院し、うしろめたさを感じながらお見舞いに行くと、おいしいものを

もらったからとっておいたとお菓子をくれたこと、申し訳なくて、ぶっきらぼうにお礼

を言うのが精いっぱいだったことが書いてありました。身近な人に素直にありがとうと

言えない、そんなことが自分にもあったような気がして心に残っている作文です。

人生の中で誰かに感謝することはたくさんあります。でも振り返ってみると、感謝の

気持ちを伝えていない人ばかりのような気がします。第５ステージはまとめの時期であ

り、３年生を送る会、卒業式など、今までの学校生活を振り返る機会が多くあります。

その時に韮中生が、周囲の人々に感謝の気持ちをもてる人になっていること、そして感

謝の気持ちを相手にしっかり伝えられる人になっていることを期待したいと思います。

３学期は５０日間。令和７年度の残りの日々も、生徒たちが悔いなく一生懸命過ごし
ていけるよう、職員一同感謝の気持ちを忘れず、よりよい学校づくりに励んで参ります。
地域の皆様、保護者の皆様も今後とも変わらぬご支援をどうぞよろしくお願いいたしま
す。

（文責：校長）
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韮山中学校学校運営協議会では、令和８年度の学校運営に向けて、以下の学校支援ボ

ランティアの方を地域から募集したいと思います。できる範囲で、できる日、できる時

間で構いません。ボランティアの方同士が交流できる部屋の用意についても検討中です。

なお、募集いただいた方には、学校支援ボランティアとして登録し、活動内容が決定

した段階でご連絡差し上げます。

連絡先：０５５－９４９－１０６１ 担当：教頭

※ ①②のどちらを希望か、お名前、連絡先をお伝えください。

①学習支援ボランティア 例：放課後学習の見守り、家庭科等技能教科の支援等

②グリーンボランティア 例：樹木の剪定、花の水やり等

１月13日（火）に避難訓練を事前連絡なしで実施しま

した。その状況下でも、生徒は自分たちで考えて避難す

ることができました。また、地震時の対応や誘導につい

て、教職員間で共通理解ができ、貴重な機会となりまし

た。

＜学校からのお願い＞
窓口…校長または教頭（電話 055-949-1061）
下記のような状況が見られた場合にはご連絡をお願いいたします。

① 「セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）」について
「セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）」とは、相手を不快にさせる性的な発
言や行為のことを指します。

例・みんなの前で、個人的な容姿や体のことを言われて、いやな気持ちになった。

・「女のくせに」とか、「男のくせに」など、性別で決めつけられて、いやな気持ちになった。

・体や頭をなでられて、いやな気持ちになった。

・携帯電話などを使い、いやらしい画像が、メールやラインで送られてきた。

・携帯電話などで、「二人きりで会ってみよう」などと誘われた。

② 体罰調査について
体罰は、学校教育法第11条で禁止されている行為です。子供たちへの指導におい
て、学校はいかなる場合であっても体罰は許されません。年度末にあたり、本校職
員（部活動の外部指導者を含む）による体罰や行き過ぎたと思われる行為がありま
したら、電話または文書でご連絡ください。


